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『マツヤ・プラーナ』所収 の

「ヴァーラーナスィー・マーハートミヤ」について

1 は じめ に

宮 本 久 義

ヒンドゥー教のプラーナ聖典群の多くには、聖地信仰に関連する「マー

ハートミヤ」（威光書）と総称される章が含 まれる。それらの「マーハー

トミヤ」にはそれぞれ の聖地の特色や縁起と巡礼作法が主として記述さ

れており、ヒ ンドゥー教信仰の展開を解明するための重要な 資料を提 供

している。プラ ーナ聖典はさらに、インド古代 ・巾世 の文化全般を伝え

る貴重な宝庫であ るが、日本ではその研究や翻訳があまり進んでいない

のが現状であ る。本稿では、それらのうちヒ ンドゥー教最大の聖地とい

われるヴ ァーラーナスィー（別名カーシー、バ ナーラス、ベ ナレ ス）

について記述した『マッ ヤ・プラ ーナ』所収の「ヴァーラーナスィー・

マーハートミヤ」を中 心に、主要部分の和訳を試み、それに基づいて聖

地信仰がどのように醸成され定着して行くかを考察する。『マツヤ・プ

ラーナ』の［ ヴァーラーナスィー・マ ーハートミヤ］の年代は研究者に

よっ てかなり 異なる ものが与えられているっR.C.Hazra （pp.45-46）はそ

のシャイヅア的性格か らして700A.D. より後、また『クー ルマ・プラーナ且30-34

に類 似の記述があるが 『マツヤ・プラーナ』のものに比べると新し

く13世紀半ばを下ることはないっそれゆえ1200年より以後というこ とは

ない。さらに他文献への引用を考慮し て1075A.D. より 前とする。しかしL.Rocher

（p.l99）はHazra を含めた何人かの研究者 の説 を挙げるが、結

論を出すに至ってはいないっ最近発見された写本に 基づくH.T.BakkerandH.Isaacson

編の『スカンダ・プラーナ 』にも『マツヤ・プラーナ』

の当該箇所とパラレルの記述が含まれ、年代に関しても編者が 言及して

いる。それによると丿 スカンダ・プラーナ』所収の「ヴァーラーナスィー・

マーハートミヤ」は8 世紀頃に成立したと考えら れており、またその他
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(2 ）

のプラーナ聖典中のい くつかある 「ヴァーラーナスィー・マーハートミ

ヤ」に先行するものとも考えられているっそうすると本稿で扱う『マツヤ・

プラーナ』の「ヴァーラーナ スィー・マー ハート ミヤ」は8 世紀以降の

成立と考え られる。。

『マツヤ・プラーナ 』の中で「ヴァーラーナスィー・マーハートミヤ」

は第180 ～185 章があてら れている。それぞ れの詩 節数 は第180 章が100if

節、以下 第181 章32 詩節、第182 章27 詩節、 第183 章106 詩節、

第184 章63 詩節、第185 章69 詩節を数える。紙幅の関係で、本稿では

第180 ～182 章を訳出し、 原文のローマナ イス は重要と思われる箇 所の

み註に記した。後半の訳と考察は別稿に譲りたい。

2. 『マツヤ・プラーナ』第180-185 章主要部分和訳

第180章

［この章は全100 詩節からなり、聖仙たちが語り部であるスータに聖地

ヴァーラーナスィーの威光（魅力）を説くよう懇願し、それに対してスー

タが、ヤクシャ（夜叉）であるプールナバッドラの息了ハリケーシャ（別

名ピンガラ）が何故この聖地を護る番人になったのかを答える形式に

なっている。その人枠のエピソードの間に、ヅアーラーナスィーの聖地

としての魅力が語られる。］

1

2 。

3.

聖仙たちが言ったっ

アンダカの殺戮については、あなたがそのように語ったままにお聞

きしました、スータよ。そこで今、ヴァーラーナスィーのマーハー

トミヤ（威光）についてお聞きしたいと願っております。

大いに輝ける者である聖ピンガラはどうして春族（ガナ）となり、

ヴァーラーナスィーにおいて食物の施与者になったのですか。

どのようにして聖域の守護者になっだのですか。愛される者にどの

ようにしてなったのですか。ブラフマー神の息子よ。あなたによっ

-
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4 。

5 。

6.

7

8 。

9 。

10.

11

てそれが語られるのをお聞きしたく願っております。

ス ー タが 言 っ た 。

(3 ）

かのピンガラがどのようにしてガネーシャ性を獲得したのか、人々

の食物施与者になったか、このヴァーラーナスィーが居所になった

か、お聞きなさい。

プールナバッドラの息子で、幸運と威力を持ったヤクシャ（夜叉）

かおりました。［彼は］ハリケーシャとして名が知られ、篤信で、

法を遵守する者でありました。

まさに生まれた時から、彼はシヴア神に無上の帰依をし、彼（シヴア）

に敬礼し、彼を尊崇し、彼に専心しておりました。

座っている時も、横になっている時も、歩いている時乱 立ち止まっ

ている時も、つき従っている時も、食べている時も、また飲んでい

る時も、ルッドラ（シヴア神）のことのみを考えておりました。

彼（シヴア）にこのように専心している者（息子）に 父のプール

ナバッドラは言いました。「私はお前を息子とは思わない。おまえ

は不幸に生まれた者である。

何 故 な ら、

い は な い 。

の だ。

ヤクシャの家系に属する者たちには、このような振る舞

お前たちはグヒヤ■f
ノ七

あり、本性上残忍な心を持つ者な

まさに肉を喰らう者であり、悪しきものを喰らう者であり、殺生を

性とする者たちである、息子よ。そのようにするな。お前の生き方

はブラフマーによってそのように決められたものではない。

自生者（ブラフマー）によって定められたことが捨てられるべきで
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(4)

12.

13.

14.

な い な ら 、

マ （行 為）

家住者たちは他の住期（アーシュラマ）から生じるカル

をなすべきではない。

様々なカルマとともに人間の感情を捨てて、振る舞え。［もし］お

前がそのように道をはずれた者ならば、まさに人間から生まれた者

である［と私は考える］。

お前にとって、その（人間の）出自に依拠した様々の行為があるよ

うに、私によっても、見よ、カルマが定められている。これは疑う

ことができない。」

ス ー タが 言 っ た 。

かの息子にこのように言ったかの威力あるプールナバッドラは、「息

子よ、お前の望むようにすぐに出て行け。」と厳しく言った。

15.

そこで 彼（ハリケーシャ）は家と親族を捨てて出て、ヴァーラーナ

スィーに居を定め、堅固な苦行を修した。16.

まはたきもせず、乾いた木や石のように不動となり、諸感官を制御

して、じっと動かなかった。17.

さて、まさにかの偉人が苦行に専心した結果、神々の1 千年が過ぎた。18

－19.

蟻塚に覆われ、蟻に喰われ、さらにまた鋭い金剛針の口を持つもの

（蜂）によって刺されつつ、肉や血や皮を失い、ジャスミンの花の

ように匂う、月のように［白い ］ほら貝のように輝く骨のみとなっ

た者は、シヴァ神のみを念じ続けていた。20ab.

しばらくするうちに、女神（シヴァ神妃）がシヴァ神にお願いした。

女神が言っ た。
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21.

22.

23,

（5)

「今まさに再び苑をいつものように見たく思います。神よ、私にとっ

て興味深い聖地のマーハートミヤをお聞きしたく思います。なぜな

ら、ここはあなたにとって愛しいところであり、また至上の果報を

もたらすところだからU

このように妻に懇願された最高神は、全ての質問にありのままに答

えた。

神々の神シャンカラ（シヴア神の別名）

出した。ピナーカ（シヴ ア神の弓の名）

苑を見せた。

24－44. ㈲ ）:苑の自然の情景の賛美

45.

46.

はパールヴァティーを連れ

を持つ神は妻をともなって

「神よ、至上の壮麗さをそなえた苑を見せていただきましたので、

今度は聖地の全ての美徳をここにお話し下さいませ。

なぜなら、この聖地アヴィムクタの威光（マーハートミヤ）をその

ように聞いてさえも、私は満足できません。それ故さらに私にお話

し下さいませ。」

神々の中の神が言っ た。47.

「ヴァーラ ーナスィーは、私にとって常にもっ とも秘密の地で、ま

さに全ての生類にとって、常に解脱の原囚となっている 。48-49ab.

ここには、女神よ、常に 私を崇拝するスィッダ{I戊就者) たちがおり、

様々の徴を身 に帯びた者たちが、いつも私の天 界を懇願し てい る。[

彼らは]、最高のヨーガを修し、感官を制御し、心を 解放させ ている。
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（6 ）

49cd-51ab.

様々の木々が生い茂り、様々の鳥がさえずり、紅蓮や青蓮の花に満

ちた池に飾られ、アプサラス（天女）とガンダルヴア［］天人）たち

が常に住まう吉祥なるところに、私か好んで住むその理由を聞きな

さい。51cd

－52ab.

私を念じ、私に自分の全ての行ないを捧げている私の信者は、ほか5)

のどんな所でも得られない解脱を、まさにここで得る。52cd

－53.

ここは私の最も神聖で、［単なる］秘密よりもさらに偉大なる秘密で

ある。ブラフマーなどの神々や解脱を願う成就者たちも知っている。

それ故、最も愛しい土地（聖地）であり、そしてそれ故にここには6)

私の悦びがある。54.

私は［ここから］離れないし、これからも離れないであろう。

それ故、この偉大な土地はアヴィムクタと記憶される（＝言われる）

べきである。55

－56ab.

ナイミシ ヤやクルクシェートラ、あるいはガンガードヴァーラ、プ

シュカラで休浴したり住んだりしても解脱が得られない者が、ここ

で［それを］得る。それゆえ、ここは格別なのである。56cd

－57ab.

プラヤーガでも解脱できるが、ここでも私の恩恵（パリグラハ）に

よって［解脱できる］。聖地の頂点であるプラヤーガよりこここそ

が偉大であると記憶される（＝言われる）べきである。57cd

－58ab.

偉大な苦行者ジャイギーシャヴィヤはヨーガによって最高の成就を

得た。［そ れは］この上地の威光のおかげと、私に対する信愛の感

情によってである。58cd

－59.

偉大なるジャイギーシャヴィヤはヨーガ行者の［最高の］境地を願っ

た。［彼は］その場所で常に私を瞑想し、激しくヨーガの火が灯った。
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60.

61.

神々でも得るのが難しい最高の独存状態に達した。

（7 ）

非顕現の徴を持ち、あらゆる教義を知る聖者によっても、ここで神々

やダーナヴァ（悪魔あるいは半神）たちにとっても得るのが難しい

解脱が得られる。

彼らに私は至上の享楽と祥1通力と私白身との合一と望みの境地を授

ける。

62.

偉大なヤクシャであり、すべての行いを［私に］捧げたクベーラ神は、

聖地に住むことだけで巻族の長となった。63.

サンヴァルタも私の信徒になることによって、そうなるであろう。

まさにここで私を崇拝すると、女神よ、最上の成就が得られる。

腿。

パラーシャラの息子でヨーガ行者であり、偉大な苦行者である聖仙

ヴィヤー1
牡

、将来ダルマの実践者、ヴェーダの組織の宣揚者（顕

現させる者）になるが、偉大な聖者である彼もまた、蓮の限を持つ

者（シヅア神妃）よ、この土地に住むであろう。65cd

－66.

神仙（デーヅアルシ）だちとともに、ブラフマー、ヴィシュヌ、ツァー

ユ、ディヴァーカラ（太陽神）、お よび神々の長シャックラ（イン

ドラ）、そしてデ ィヅアウカス［］尺住者）たち、マハートマ ン（偉

大な魂を持つ者）たちもすべて、私をこそ崇拝する、良き斎戒者よ。67.

その他の、姿を変えた偉大な斎戒者にしてヨーガ行者であるスィッ

ダ（成就者）たちも、心を専一にして、私をここで常に崇拝している。68

－69.

アラルカ王 も私の恩恵によってこの都を獲得するであろう。そして

彼はこれ（都）を、以前のように4 つ の種姓に基づく社会体制にして、

繁栄させ、人口を増加させ、また信愛によって末長く、私の上に全

霊を置き、 まさに私を得るであろう。
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（8 ）

70－71ab.

彼らをはじめとして、美しい肢体の持ち主（シヴ ア鐘妃）よ、［この］

土地に住む、家住者や出家で、私に信愛を置き、私を崇拝する者だ

ちも、私の恩恵（プラサーダ）によって、非常に得難い解脱を得ら

れるであろう。71cd

－72ab.

現世の享楽に心を奪われ、正しき行いを捨てたうっけ者でさえ、こ

の土地で死ねば、再び輪廻に入ることはない。72cd

－73.

さらに、すべての利己的でなく、賢く（堅固で）、心を純質に保ち、

感官を制御し、また斎戒し、隠棲し、私に専一し、知性を持ち、貪

欲を離れた者たちは、身体が消滅すると、私の恩恵によって最高の

解脱に到達する、良き斎戒者よ。74.

何千年もの転生のあいたヨーガを修行して得られるもの、その最高

の解脱をまさにここでは死ねば得られる。75.

76.

77

78.

79.

これが、女神よ、この土地の［もたらす］偉大な果報であり、私によっ

て汝にアヴィムクタの至上の秘密が簡潔に説かれた。

それ故、シヴア杵妃よ、それより上の成就や秘密はない。

ヨーガを知る者や、この世におけるヨーガの神たちは、それを知っ

ている。

これこそが最高の場所であり、これこそが最高の吉祥である。これ

こそが最高のブラフマンであり、これこそが最高の境地である。

ヅアーラーナスィーは三界の精髄で、常に我が憩いの都である、ヒ

マーラヤの娘よ。様々の悪事を働いた者でも、この地に来た者は悪

が消滅して汚れなき人となる。

これが、女神よ、素晴らしい木々や茂みや蔓草の中の花であり、私
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（9 ）

の常に最も愛しい土地である。ここで死んだ人間は、また愚かなアー

ガマ（聖典、伝承）を持だない者たちも、［最高の］境地を得るこ

とは疑いない」

スータが言った。

80.

その後、シヅア神は、山の神より生まれた女神に、信徒であるヤク

シャに恩恵の約束を与えたことを語ったっ「輝く女性よ、81.

私の信徒は、符部豊かな女性よ（夫に腰掛ける女性 よ）、苫行によ

り罪障が滅し、私からこの約束を受けるにふさわしい、世界の主宰

神の妻よ。」82.

このように言って、世界の主である神は女神とともに やせ衰えや

つれたヤクシャのいるところへ行った。83-84ab.

そして、女神がかのグヒヤカに視線を落とし、腱に繋がれた骨が骸

骨［さながらに］白く輝いているのを見て、その時、女神は［シヴァ］

神にグヒヤカを示して 言った。84cd

－85ab.

「実にあなたは神々によって恐ろしい人と言われております、シャ

ンカラ（吉祥なる者）よ。［なぜなら、］彼（ヤクシャ）のこのよう

な苦行に対してヴァラ（約束、恩恵）を与えないのですから。85cd

－86.

偉大なる神よ、この神聖で崇められている土地で、どうしてヤクシャ

の息子はこのように苦難に耐えているのですか。最高の神よ、恩恵

（恩情）から直ちに彼にヴァラをお与え下さい。87

－88ab.

神よ、マ ヌをはじめとする最高の聖仙たちは、［シヴァ神が］怒っ

ていてもあるいは満足していても、両方から願望成就は得られる、

と言っております。世俗的な喜びでも、王国でも、最期の解脱でも、

常なる吉祥を与える者（シヴァ神）からであると。」
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(10)

88cd－89ab.

このように言われた世界の主である神は、女神とともにやせ衰えや

つれたヤクシャのいるところへ行った。89cd

－90ab.

牡牛を旗印とする者（シヅア神）は、信愛の情から敬礼しているか

のハリケーシャを見て、彼に、それによって彼がシャンカラを見た

神聖な眼を与えた。90cd

－91ab.

さて、ヤクシャはその時、彼（シヴア神）の命令で、ゆっくりと両

眼を開くと、牡牛を旗印とする神が春族とともに居るのを見た。

神々の中の神が言った。91cd

－92ab.

「汝にヴァラを授けよう。まず三界を見られること、さらに身体が[

私、シヴア神と] 同じになることをう 奥悩を離れた者は私を見よ。」

スータが言った。92cd

－93ab.

そこで彼（ヤクシャ）はヴァラを得て、不壊になった身体で両足に

敬礼し、頭の上で合掌して動かなかった。93cd

－94ab.

さて、彼（シヴァ）によって「私は与えた」と告げられたとき、Lヤ

クシャはト 言った。「神よ、私に他でもない堅固な［あなたに対する］

信愛（バクティ）をお授け下さい。94cd

－95.

人々に食物を施与する者であり、不壊 の指導者であり、また、あな

たの聖地アヴィムクタを常に見ていられるように、神々の主宰神よ、

あなたからそれら最上のヴァラを戴きたいと願います。］

96.

神々の中の神が言った。

「老死を捨て、あらゆる病から離れ、群れの長、財の施与者、すべ
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97

98.

99.

100.

ての者に崇められる者に成るであろう。

（出

あらゆるものに負けず、ヨーガの超能力を具え、人々に食物を施与

する者であり、聖地の警護者（クシェーツトラパーラ）に成るであ

ろう。

さらに、偉大な力を持ち、偉大な正義感であり、敬虔で、

る者であり、三眼を具え、警杖を持つ者（ダンダパーニ）

なヨーガ行者に［成るであろう］。

私の愛す

で、偉大

ウドブラマ( 攬乱）とサンブラマ（混乱）とが汝の手下の答族となり、

汝の命令で人々を攬乱したり混乱させたりするであろう。」

スータが言った。

このようにかの神はそこでヤクシャを群れの長（ガネーシュヴァラ）

にし、親愛なる不死の神は彼を伴って行った。

第181章

［スータが聖仙たちに、ナンデ イケーシュヴ ァラがサナットクマー

ラに語ったことを説く。それはかつてシヴ ア神がメール山でパール

ヴァテイーに聞かせた話である。］

スータが語った。1.

この善を生じ悪を滅する素晴らしい話を、清浄で苫行を積んだすべ

ての聖仙たちは、聞かれたい。2.

神々しくルッドラ（シヴア神）に等しい勇猛なナンディケーシュヅア

ラに、尊者サナットクマーラは尋ねた。、3.

あらゆる生類にとっての偉大なる魂、最高の魂であるバヴア（シヴア

神）が、常に堅固に居るところ（聖地 ）の秘密をありのままに語っ
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4。

5.

5.

7

8 。

9 。

10.

11

て くだ さい 。

神々やダーナヴアたちにはとるのが難しい恐ろしい姿をとって、世

界還滅時まで不動なままでいるシヴア神が。

ナンデ イケーシユヴァラが語った。

かつて（シヴァ）神によって最も善なるプラーナ（古譚）が語られ

たが、そのすべてをシヴァ神に敬礼してから語ろう。

そのあと、満足したシヴア神によって、ウマー（シヴア神妃パール

ヅアティーの別名）を喜ばすために語られた話が、常にご自身が居

る世界に知れ渡ったのだ。

シヴアの半身に座し、栄光を持つ女神（シヅア神妃）は、メール山

の町頂でシヴアに敬礼してから尋ねた。

女神が語った。

「尊者よ、神々の中の神よ、三日月を額にいただく者よ、

この世における死すべき人々および修行者たちのダルマ（義務）I

ついてお話下さい。

［そこにおいて］なされた朗詠、行われた供養、修された苦行、瞑想

読誦は、どうして不滅になるのですか。

何千年もの転生のあいたに蓄積された罪がどうして消滅するのか、

私にお話下さい、シヴア神（シャンカラ）よ。

そこにおいて、信愛によってなされ、シヴア神よ、あなたが満足す

る誓戒、規則、振る舞い、そして法とは［どのようなものですか］。

-
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そこにおいてあらゆるものを成就させ、不滅の解脱をもたらすもの、

私か最も知りたいと思っているその全てをお話下さい。」

シヴァ神が語った。

13.

「女神よ、秘密の 巾の最高の 秘密を闘 きなさい。あら ゆる聖地の中

で最も有名で、私 にとって愛しいアヴィムクタのことを。14.68

の聖地が以前述べられた が、 その中で［アヴィムクタが］最高

の聖地である。そこ にはルッドラ（シヴ ア）白身がクリッティヴァー

サス（獣皮をまとう 者= シヴァ）そのもの として居る のを目の当 た

りにできる。15.

［私か］ 常にずっと居るアヴィム クタ、その土地は 私によって捨て

られない。それ故 アヴィムクタと言われるのである。16

－17ab.

アヴィムクタには最高の成就があり、アヅイムクタに は最高の解脱

がある。

［そこにおいて］なされた朗詠、行われた供養、修された苦行、瞑想、

読誦、布施のすべては不滅になる。17cd

－18.

何千年もの転 生のあいだに蓄積された罪は、 アヅイムクタに入った

者にとって、 アヅ イムクタの火に よって、火に入れられた綿 のよう

に焼かれて、そのすべてが消滅する。19

－21.

バラモン、クシヤットリヤ、ヴァイシヤ、シュードラ、種姓の混じっ

た者たち、虫、種姓外者、また異種姓者どうしの結婚で罪深い 母胎

から生まれた者、 昆虫、 蟻、 また獣、鳥が、時至ってアヴィム クタ

で死を迎えれば、愛しき者よ、聞きなさい。頭上に半月を置き、額

に日を持つ牡牛 の旗印を持つ者（シヴァ）になる。、私の吉祥なる都

において、人問たちは喜ぶ。
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22.

望まなくとも、あるいは望んでも、あるいはまた下等動物でも、ア

ヴィムクタで命を捨てるなら、私の世界に入る。23.

アヅイムクタヘ行ったら、いかなるときでも時間の尽きるまで、石

で両足を砕いて、まさにそこで死ぬがよい。24.

アヅイムクタに行ったなら、女神よ、そこから去ってはならない。

そのような人は私の境地を得る。このことについて考える必要はな

い。25

－26.

ヴァスットラパダ、ルッドラコーティ、聖地スィッデーシュヴァラ、

ゴーカルナ、ルッドラカルナ、そしてスヴァルナークシヤ、アマラ、

マハーカーラ、カーヤーヴァローハナ、これらの浄き場所に ［私は］

二度のサンディヤー時（「|昇、 剛 剣作」に現れるであろう。27.

さらにまたカーリンジャラヴァナ、シヤンクカルナ、スタレーシュ

ヴァラ、これらの浄き場所に 現れるであろう、我が愛しき者よ。

［しかし、］アヴィムクタでは、美しき腰の女よ、三度のサンディヤー

時（日昇、南中、日没時）に［現れる］、これは疑いない。28

－30.

最高の秘密たるハリ シュチャンドラ、秘密のアームラータケーシュ

ヴァラ、最高の秘密たるジャーレーシュヴァラ、そして秘密のシュ

リーパルヅアタ、また秘密のマハーラヤ、素晴らしいクリミチャン

デーシュヅアラ、秘密の中の秘密であるケーダーラ、そしてマハー

バイラヴァ。アヅイムクタにおける八つのこれらの場所に、我が愛

しき者よ、三度のサンディヤー時に現れるであろう、豊かな腰の女

よ、［これは］疑いない。31.

戒を良く守る者よ、三界におけるこれらの聖地は常にアヅイムクタ

の足 もとにあるのだ。
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アヅイムクタの神聖な話の続きと、素晴らしき女よ、将来の偉大な

る魂である聖仙たちのマーハートミヤは、スカンダが語るであろう。」

第182章[

スカンダが 聖仙たちにカイラーサ山で語る。]

スータが語った。1

－2.

カイラーサ山の頂上に座し、ブラフマンを知る者たちの中の最上の

者であるスカンダに、サナカをはじめとする苦行を修するあらゆる

聖仙だちと、シヴア神に帰依するあらゆる王仙たちが尋ねた。

スカンダよ、この地上において、常にシヴア神が住むところについ

て・語って下さい。

スカンダが語った。3

－4.

偉大な魂であり、あらゆる生類の魂であ り、 永遠なる神々の神は、

神々や ダーナヴァにとってとるのが難しい恐ろしい姿をとり、生類

が滅亡するまで主は不動の姿で留まる。アヅイムクタは秘密の中の

最高の秘密であると知れ。5

－6

アヴイムクタには常に成就があり、常に［シヴァ神が］居る。その

聖地のマーハートミヤはシヴァ神によって、最高の清浄な場所であ

り、聖地であり、斎場であり、火葬場を具え、宮廷であり、神聖で

隠されたところであると語られた。7.

［そこは］地上と結び付き、空中にはシヅアの世界（シヴァーラヤ）

がある。専心していない者たちには見えないが、専心している者だ

ちは心で見る。8

－9.

禁欲の戒を守り、ヴェーダの奥義（ヅエーダーンタ）を知る成就者
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10.

11.

12.

13.

14.

15.

16.

17

18.

たちは、肉体の滅びるまで、その土地を離れず、禁欲の戒によって、

最高の望みのものが生ずる（一部意味不明）。祭祀を遵守する者た

ちにとっては、常に罪なきことを本質とする解脱があると言われる。

心を専一にするバラモンがそこに住めば、三度の食事を享受し、風

を喰らう者( 行者）と同様になるであろうっ

ほんのしばらくでもアヴィムクタにいる帰依者は、禁欲者と同様に

なり、最高の苦行［の果報］を得られるであろう。

平静で、食事を少なく摂り、感官を制御した者が1 か月の間そこに

住めば、彼によって、神聖で偉大なパーシユパタの誓戒が完全にな

されたことになる。

生死の恐れを超越して、最高の解脱に到達する者は、至福の善き解

脱とヨーガの終極（解脱）に赴くであろう。

数百回の転生によっても［得られない］神聖なヨーガの終極も、聖

地の威光（マーハートミヤ）と、シヴァ神の威力（プラバーヴァ）

によって［得られるであろ 列 。

バラモンを殺しか者でも、いつかアヴイムクタに入ったならば、彼

にはその聖地の威光によって、バラモン殺しL の罪］が消滅する。

肉体の滅びるまで聖地を離れない者は、バラモン殺しのみならず、

以前になしたもの（罪）も消滅する。

心を専一にしてアヅイムクタを離れない者は、ヴィシユヴェーシユ

ヴァラの神を得て、再び生まれることがない。

常に満足している神は彼にあらゆる望みのものを与える。サーンキ

ヤ・ヨーガの門であるかの神はそこに住む。
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19一20ab.

シヴア神は巻族とともに、帰依者たちへの慈悲のゆえにに こにいる］。

アヴィムク タは最高の聖地であり、アヅ イムクタには最高の解脱が

ある。アヴィムクタには最 高の成就があ り、ア ヴィムクタには 最高

の境地があ る。20cd.

－21ab.

天孫の聖仙 （デー ヅアルシ）たちが住むアヴィムク タに居住すべき

である。、臥慮ある人間はもし望めば、再び生まれ変わることはない。21cd.

－22ab.

メール山の まわりにある島々やすべての海の美点 は語ることができ

るが、ア ヴィムク タについては ［そのすべての美点を語 ることが］

できない。22cd.

－24cd.

人々が死ぬときに諸々の急所が切られる と、風に促された者たちの、

記憶は［再び］生じない。［しかし］アヴィムク タで最期を迎える帰

依者たちには、自在神自らがカルマに促された者たちの、耳 に囁き

をりえる。マニ カルニー（= マニ カルニカー）で身体を捨てる 者は

望みの境地に赴く。25

－26.

自在神に促された者は、悪人には到達しがたい所に行く。これ に

の世）は無常であり、人間は罪深い ものである と知って、輪廻の恐

怖から解放し、生 計（ ヨーガ・クシェ ーマ）を与え、 神聖で、多く

の障害を破壊するアヴィムクタに住むべきである。27.

諸々の 障害にかき乱された者も、 アヴィムクタを離れない ならば、

老いや死、そして誕 生を、これらは永遠でないとして、離れる。アヴィ

ムクタにおける恩 寵により、シヴ ア神との合一が得られるであ ろう。
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〈 註 〉1)

聖地ヴ ァーラーナ スィー の宗教 的背景全般について は小1几i・宮本編r インド・

道の文化誌Jpp.106-122, 宮本（ヒ ンドゥ ー聖地 思索 の旅Jp.l49ff. 参照。2)guhyaka.

原義 は「隠れた者」 とい った意味であ るが、yaksa( 夜 叉）とほぼ

同義に扱 われる。3

）avimukta. ヴ ァーラーナ スィーの 別名。4

）idamguhyataniamksetramsadavaranasimama,sarvesamevabhutaiiamheturmoksasyasarvada.5

）nianinanamamabhaktaScamayisarvarpitakriyah,yathamoksamihapnotihyanyatranatathakvacit.6

）etanmamapai^a 印divyamguhyadguhyatara 印mahat ，brahmadayastujanantiye'pisiddhamumuksavah,atahpriyatamamksetramtasmaceeharatirmama.7

）vimuktainnamayayasmanmoksyatevakadacana,mahatksetramidamtasmadavimuktamidamsnirtam.8

）いず れも聖地名。9)Prayaga.

ウッタルプ ラデーシュ州にある 聖地。現 在のアッラ ーハーバード。10)Jaigisavya.

ジ ャイギ ーシャヅ イヤは『ヨーガ スート ラ』の註釈書 『ヨーガ スー

トラ・ バーシヤ』3.18にも出て くるヨーガ 行者で、 プラ ーナ聖典で は、 ヴァ ー

ラーナ スィーにおい てシヴ ァ神lの恩恵 を受け てそ の修行を完 成させたことで有

名。 デ ィヴ ォーダーサ王が支配してい るときに、シヅ アはマ ンダラ山に行って

し まっ た。 ジャイギーシャヴ ィヤは、 シヴァが帰還する まで飲 食しないという

誓いを 立て た。、彼は|ルI肢が萎縮する まで瞑 想にふけっ た。 シヅ アは北から都に

帰還 すると、す ぐに彼の ところ に向かい、 恩恵を与 えた。「ニルヴ ァーナの手

段であ るヨ ーガシャーストラ という知恵 を授 ける。 彼がすべて のヨーガ行者の

師に なるように。 汝はすべての ヨーガの知 識を知るであろ う。恩 恵に より、 ま

たそ の知識 により, 汝は 解脱を得るであ ろう。」（『カー シー・カ ンダJ40.162,;

『カ ーシー・ラハスヤI34 －5）

現在、 ヴァーラ ーナ スィーの北 西部に ジャ イギー シャヴ ィエ ー シュ ヅ アラ を

祀る寺 院がある。 オーンカ ーラ巡礼路 にあ り、 ヨー ガの達 成を祈願 する者 だ

ちが訪 れる。（Eck.p.357 ）11

）Samvarta. 梵 仙（ブ ラフマ ー神の 子孫）アンギラ スの8 人の息子のうち の一一人。

三男。
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12)Vyasa. 『マ ハーバーラ タ』 の編者と伝えられる聖仙で、その他にヅ エーダの編

者ともプ ラーナの編 者と も言われる。（菅 沼p.87）『マ ツヤ・プラ ーナ』185.13

－42.には、ヴ ィヤーサ がこの地 に来て乞 食をし たが得 られず、怒っ てこ の都

に住む人 々を呪岨し たエピソードが説か れてい る。!3

）Marka. ヴァー ラーナス ィーの 工。正直 者でヨーガを 修する。 かつて、五 感を

制御する ため、心で眼、耳、舌、身、意に矢 を放っ た。 しかし五感は 従わなかっ

た。そこで、彼が瞑想をする と、従った と言うエピ ソードが［マ ハーバーラタ］

（アヌ シヤーサ ナ・パルヴァ ン）にあ る。 またr ラ ーマ ーヤナJU アヨ ーデ ィヤー・

カ ーンダ）には、かつ て、バラモ ンの少年に 願い 事をかなえ る約束をし た時、

少年 が眼 を所 望し たので、 彼が そ れを与 えた と言うエ ピ ソード が知 られ る。(Mani.pp.26-27)J4)Pa

§upata.シヴ ア派の 一派で獣主 派と訳 される。 開祖 はラクリ ーシ ヤで 『パー

シュパ タ・ スートラ 』を著し た とされる。 シヴ ア神 と個我 の 今 一のため、 わ

ざ と人々の嫌 悪する 行為 をし、 誤解 から生ず る功 徳を自分 に蓄積 するという

特 異な修 行法で 知られる。15

）Vi§veもvara.現 在ヴァ ーラーナ スィーの旧 市街にあ るヴ ィシュ ヴァナート （世

界の上ト 剔 院の・i'llj身の か院のご 神体。 この寺 院の前身は5世 紀には建 立されて

い たようで、12 世紀 にはヴ ィシュ ヴェ ー シュ ヴァ ラ(|ll:外の上宰 紳ト 万院と

し て繁栄し てい た。 しか し12世紀 末から17世紀 にかけ て、 イ スラ ーム教徒 に

よる 少なくと も6回 の破壊を 被り、 何度か移転 を余儀なく された。 現化あ るも

の は1777 年に インド巾 内部 イン ダウ ルの女 上アハリ ヤ ー・ バー イーの寄 進に

よっ て再建 さ れたヴ ィシュヴ ァナート寺 院であ る。尖 塔の 金箔は、1839 年 に

北 西インドの スィク圃］五ラ ンジート・ スィンに寄進さ れた約790キロの 純全て

茸かれている ので、 通称 黄金寺 院（ゴ ールデ ン・テンプ ル） と呼 ばれている。

《テ ク スト 》Matsyapurana.AnandaAshramaSanskritSeries54.Poona,1981.(

底本)Ka

辺khanda.KarunapatiTripathKed.).(1-3parts)Varanasi:SampurnanandaSanskritUniversity,1991-96.Ka

気朋oksan・irnaya.AmbikaDa 狸aUpadhyaya(ed.),Gorakhpur,1931.K

己sirahasya.WithacommentarybyNTlakhanthaSarasvati.GurumandalaGranthamalaNoXN,Vol.

皿Calcutta:GurumandalaPrak 飴ana,1957.Skandamahapurana.Delhi:NagPublishers,1986.
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